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	 申し込みいただいた研究については専門委員会にて審議・選定を行います。最終的な採択については、宇宙科学研究所の予算状況等を検討のうえ、2026年4月（予定）に行います。
	 研究代表者の方は、応募される研究課題に参画する研究者（共同研究者）、大学院生の2026年度期初の情報をとりまとめて「体制表」にご記入のうえ、「申込書」と併せて提出ください。
	 海外居住者、または、「みなし輸出」管理の対象となる日本国居住者が実験に参加される場合は、輸出管理に関する審査が必要となります。
	 研究課題が採択された場合、体制表記載の研究者（JAXA職員を除く）、大学院生（総合研究大学院大学先端学術院宇宙科学コースの方、東京大学大学院学際理工学講座の方、JAXAの制度により受け入れられている大学院生の方を除く）の方々は「同意書」、「一般安全教育の受講・確認票」、大学院生の方は「傷害保険（付帯賠償責任保険）の加入証明の写し」も速やかに公募システムから提出願います。（http://www.isas.jaxa.jp/researchers/inter-university/を参照願います。）
	 同意書等の提出後、皆さまをそれぞれ、「大学共同利用システム研究員」、「大学共同利用システム研究員補」として登録し、ユーザーズオフィスで各種サービスをさせていただきます。（同意書、安全教育受講確認書・誓約書の有効期間は５年）
	 なお、学部生も実験に参加することは可能ですが，大学共同利用システム研究員補には申請できませんので、別途、安全教育受講確認書や傷害保険（付帯賠償責任保険）の加入証明の写し等の書類を提出頂くとともに、大学での指導教員の現地での監督の下で参加頂くことになります。
	 宇宙航空研究開発機構外の利用者で実験時に旅費の支給が必要な場合は、必ず申込書Ⅶ.にご記入いただきますようお願いいたします。なお予算枠の制限があるため、ご希望に添えない場合がございますが予めご了承ください。旅費支給のルールは，2025年度末に開催予定の高速気流総合実験設備専門委員会にて審議される予定です．
	 現在，風洞設備では，故障が頻発しております．順次，可能な対応を行っておりますが，風洞の機能が制約されている場合もございます．課題申請にあたり，設備の状況を知りたい場合は，高速気流総合実験設備専門委員会（wtlab(アトマーク)jaxa.jp、（アトマーク）を@にかえてお送りください）にお問い合わせください．

